
第 3章京都大学病院西構内A Fl5 区の発掘調査

浜崎 ）~、

1 調査の経過

本調査区は，京都大学医学部附属病院西構内の東南隅に位置する（図版 1 -122 ）。この地

rz:一帯は，元永元 (1118 ）年に造営された白河上皇の院の御所「白河北殿Jの北辺にあた

り，院の近臣藤原顕頼の宿所や，鳥羽院皇女の古if 斎院宮御所のほか，保元の乱(1156 年）に

敗れ讃岐で流刑死した崇徳上皇を岨った崇徳院廟などが比定されていた。

昭和51 年，この地に医療技術短期大学部校舎の新営が計画されたため， 2 次にわたる発

掘調査を実施した（図版 1 -19 ・39 ）。これらの調査では， 10 世紀ごろの高野川の河道と護

岸や， 12 ～14 世紀にかけての溝，井戸，土器溜などを多数検出した。とくに第 2次調査で

は18 基にのぼる井戸を検出し，この地が井戸の集中する特異な地域であることを明らかに

した。また，出土遺物も良好な一括資料が多く，古代・中世の土器の編年を確立すること

ができ，新たな時期区分が可能となった〔宇野81 〕。今回も医療技術短期大学部の校舎増築

に先立ち，第3 次調査を実施することとなった。

2 層 位

現地表の標高は，調査区中央付近で約47mであり，北から南へ緩やかに傾斜する O 地表

ドの堆積層は，上から表土（第 l層），黒褐色土（第 2層），陪黄灰色土（第 3層），赤褐色土

（第 4層），茶褐色土（第 5層），青灰色、ンルト（第 6 層），灰白色砂磯（第 7 J習，第 9層）とな

る（図26 ）。黒褐色土は近世および近代の陶磁器や土製品を含む。陪黄灰色土は調査区の東
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図26 調査区中央東西畔北壁の層位縮尺 1 /80 
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32 京都大学病院西構内A F 15 区の発掘調査

北部に，赤褐色土はその他の全域に，いずれも 5 ～10cm の厚さで堆積し，鎌倉～室町時代

の遺物を含む。茶褐色土は10 ～20cm と序く，平安後期～鎌倉時代の遺物を含む。無遺物の

青灰色シルトの下には，高野JII系の灰白色砂礁が厚く堆積している O 灰白色砂牒は， X=

870, Y=l760 付近で、平安中期の土師器皿が集中して出土するのをのぞき，ほとんど造物

がなかった。灰白色砂機中の黒褐色砂疎（第8層）は，地下水中の鉄分が酸化して砂礁に付

着し，黒褐色になったものである O 井戸 S E 9 vこ近い Y=l750 付近がやや下がっているの

は，地下水の汲み上げにより滞水層が下がったためで、ある。

本調査区の遺構は，黒褐色土を埋土とする近世後半の遺構群と，赤褐色土や茶褐色土を

埋土とする古代から中世にかけての遺構群に大別できる。以下，時期ごとに説明する。

3 近世の遺構

前回の調査と同様，多数の柵列とラチス状遺構（はしご状に連なる浅い方形土坑群）を検

出した（図版10 一1）。柵列は直径 lOcr 目前後の丸太を2.5 ～2. 7m の間隔で，矩形の掘形に立

て並べたもので，すべて東西方向に並ぶ。方位はラチス状遺構と同様に真北から東に約30

振る。検出した柵列は42 本におよび，多くは発掘区東端から西端に達する長大なもので，

全長は30m を下らなし、。これらの柵列は， 2, 3度の立て替えを受けながらも，南から北へ

一定の間隔（約3 m）で並ぶことから，農作物の乾燥などに使用されたものと考えられる。

ラチス状遺構は，深さo. 1～0.2m ，一辺約 l m の方形の土坑が， 2列を l組として東西

方向に並ぶものである。今回は調査区南端で 3組検出したが， 2組は第 l次調査で検出し

たラチス状遺構の延長部分にあたり，その長さは40 m におよぶ。農耕にかかわる遺構と考

えられるが，具体的な用途や機能は不明である。

4 古代・中世の遺構

溝，井戸，土坑と，埋翠および列石遺構を検出した（図版10 2 ・ll，図27 ・28 ，表 2）。

溝 S D15 は，幅0.8m ，深さO. 2m の溝で，方位を真北からやや西に振る。この溝は

北端で西に向かつて L 字状に曲がり，約 l mで急に立ち上がる。埋土には13 世紀の遺物を

含む。 S D16 は S D15 と同様に南北方向に走る幅0.8m ，深さ0.2m の溝で，遺物も S D15 

と同時期のものを含む。 S D16 の北端と南半は撹乱を受けており詳細は不明であるが， S

D15 とS D16 はこの 2 本の溝の聞のー享II を，方形に区画していた可能性がある。 S D22 は

幅1. 4m ，深さ 0.3m ，全長10m の溝で，両端は急に立ち上がる。ほぼ真東西に走る溝で，

その西半部より中世京都 I期新段階の土師器椀・皿と，瓦器鍋・羽釜が出土した（図版11-

5）。これらの遺物は一括して投棄したものらしく，ほとんど完形に復原できた。 S D14 
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図27 古代・中t止の遺構縮尺 I/400 

は，幅0.8m ，深さQ. 2m ，検出長9.5mの溝で，方位を真北から約20° 西に振る。中世京者11

H期古段階の遺物を含む井戸 S E2 に切られることから，それ以前のものと考えうる。

井戸 全部で18 基の井戸を検出したO 素掘の 2基をのぞけば，いずれも石組の井戸で

ある。石組の井戸は，円形掘形に円形石組をもつものと，方形掘形に円形石組をもつもの

がある。さらに，円形石組には円筒形石組と，上部が朝顔形にひろがる逆円錐台形石組の

2種がある。表 2は井戸の形態と出土遺物の時期をまとめたもので，前回調査同様，方形

掘形の井戸は13 世紀で，逆円錐台形石組の井戸も 14 世紀前葉には姿を消すことがわかる O

古代末から中世にかけて地下水位の変動はなかったようで，井戸底の標高は44.7～45.0m 

の聞に収まる。 S E5 ～ S E7, SEl Iでは石組の下で水溜を検出した。 S E7 には，一

辺0.5mの方形木枠が遣存していた。

S El lは，方形掘形・円筒形石組の井戸で，円筒形石組の径に比して大きな掘形をもっ

（図版l1- 3 ，図28）。石組の位置は掘形の北西に偏している。比較的小さい石を，小口を

みせて丁寧に積む。底には水潤の痕跡を残し，一段深くなる。平安京1V 期から中世京都 I

朋古段階にかけての遺物を含む。最上層でふせた須恵器すり鉢が出土した（図版l1-1) 。
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図28 井戸 S El l・S E 2 縮尺 1 /50 

SE2 は，円形掘形・円筒形石組の好例で，比較的大きな石を積む（図版l1-4 ，図28 ）。

中世京都E期古段階の良好な資料を含む。 S El lと同様に最上層からふせた灰軸系陶器す

り鉢が出土している（図版1I 2）。平安京W期古段階の遺物を含む S E 15 でも多量の土師

器皿とともにふぜた須恵器すり鉢が出土した。井戸を埋める際に，節てど抜いた竹筒をたて

「金貴大徳jの呪札をはる例が報告されているが〔水野78J ，土師器の椀・皿やすり鉢を用い

て呪儀をおこない，埋井戸の上部にすり鉢をふせるのもひとつの方法と考えられる。

土坑 S KII7 は東西 3m ，南北4.8m ，深さO. 7m の土坑で，中心に向かつてすり鉢

状に深くなる O 中世京都E期古段階の土師器の椀・皿，瓦器羽釜などが多数出土した。
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S Kl20 は東西 4m ，南北1.5m の集石をともなう土坑で，南半は現代の撹乱を受ける。中

位京都 H期中段階の土師器が多数出土した。 S Kl06 は東西I. 7m ，南北1.5m ，深さO. 3m 

の楕円形の土坑である O 上部に集石をともない， l-t-1 世京都皿期新段階の土師器や，｝［器羽

釜を含む。 S KI06 は，井戸 S E3, SE4, SE9 とともに，室町後期の遺構群をなす。

この遺構群を最後に本調査区は耕地化し，生活遺構は姿を消す。

以上のほかに，列石遺構 S X l と，南接する埋幾 S X2 を検出した（図版11 6）。 S XI 

は西に面をそろえ， 2 , 3段に積んだ lタljと，その南端から西にのびる石の疎な 1列およ

び，南に続く l段だけの l列からなる。 l 側の土坑 S Kl41 の西面で，列石の痕跡と思わ

れる数個の石を検出しており，石室状の遺構が中tll；京都E期の遺物を含む S Kl41 により

彼壊された可能性がある。 S X lは遺物をともなわないが， S X 2 の議（図29-!Il ）とと

もに青灰色シルトを掘り込んでおり， SX2 と同時期の遺構である可能性がある。

5 遺物

出土した遺物は整理箱100 箱分で，古代・中世が80 箱，近litが20 箱であった。ここでは

良好な一括資料右中心に，その概略を記す（図版12 ・13, I当29 ・30 ）。なお，土師器，瓦器

の口縁部形態の分類は，宇野隆夫の分類によった〔宇野81 〕。

＼」ι弓~て5

図29 S X 2出土遺物（ Il I土師器）， SE 15 出土遺物（ Il 2～Il 7土師器， Il 8瓦器，
Il 9須恵器， ]l 10 ～E 12 白磁， ]l 13 青白磁）
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Il 1は S X2 出土の土師器楽で，口径に比して器高が低い。山城地方に特徴的な胴の短

い査である。内面から外面口縁下部にかけて撫で調整を施すが，嗣部外面には指圧浪を残

す。口縁端部は内に小さくふくらむ。 ll世紀後半のものと思われる。

Il 2～H 13 はS E 15 出土の遺物である。 S El5 の出土遺物は口縁部計測法による 144.8

個体であった。土師器の大型の皿A Iの口径分布は15cm にピークがあり，ロ縁部形態は 2

段撫でつまみ手法C4 類(Il 2 ・Il 3）が主で， C3 類（ Il 4）がそれに次くお（表 3）。小型の皿

A Eは口径 10cm のものが主で， 口縁部形態はlllli¥ I同様C4 類（ Il 5）が主をなし， C3 類

(Il 6）がこれに次く品。こうした特徴より， 白河北殿北辺の調査SE22 出土例（平安京1V期

古段階）とほぼ同じ時期のものと思われる o Il 7 は口縁端部を面取りする土師器発で，胴

部は球形をなすo Il 8は内外面にIf青文を施す瓦器皿で，仁l縁外面下部に l条の凹線がめぐ

る。 Il 9は糸切り l底の須恵器すり鉢。 H10 は白磁皿で見込みに閏線がめぐる。 E 11 • Il 12 

は白磁椀で， E 12 の口縁部は小さな玉縁をなす0 ＼.，、ずれも底部は露胎である。 E 13 は青白

磁椀で，内面に流麗な片切彫習l花文を施す。口縁端部は外反し，薄く稜をなして終わる。

1114 • Il 15 ・Il 21 はSEl8 出土の遺物である。 H14・ Ill5 は l段撫で面取り手法D5 類

の土師器皿で，中lit京都 I期中段階の資料である。日2］は比較的肩のはった白磁の四耳査

で，口頭部を欠く。高台は露胎であり，高台上部をしぼり込むように削る。

Il 16 ～ Il 20 と図31 の Il 42 は， S D22 出土の遺物で，中世京都 I期新段階の資料ーである O

Ill6• Ill7 はD5 類の土師器椀o Il 18 • Il 19 は l段撫で手法 E1 類の土師器血。 Il 20 は口

縁部が士尽く直立する瓦器羽釜。 Il 42 は瓦器鍋o Il 20 ・Il 42 はともに内商に刷毛目を施す。

Il 22 ～ Il 27 はS E2 の出土遺物である。 S E2 からは口縁百Jl 計測法による59.6 個体の造

物が出土した。土師器の大型のlill.A Iの口径分布のピーグは 12cm にあり， 口縁部形態は

E1 類（ Il 22 ）が主で， D5 類（ Il 23 ）と E2 類がこれに次ぐ（表的。小型の皿lA Hの口径分布の

ピーグは 8cm にあり，口縁部形態はE1 類が大半を占める。これらの特徴はA 021 区SE3 

出土例（中位京都 E期古段階）に似る〔泉83 p.23 〕。ほぼ同じ時期の資料と考えられる。た

だし， SE2 では山城型の灰白色土師器椀の出土量が非常に少な＼.， '0 Il 24 • Il 25 は岡山肌

南部から広島県東南部にかけて出土する，俗に「早島式土器」とよばれる土器に｛以る〔岡山

県教委81 pp. 465-469 〕。粘土紐を張り付けた高台をもち，内面には内）底面から口縁にむけ

て渦巻状の暗文を施す。 Il 26 は瓦器鍋で，口縁の葦を受ける部分はほぼ水平である。にl縁

端部はやや外傾する。 Il 27 は灰紬系｜淘器すり鉢で，外に踏んばる高台をもっO

日28 ～ Il 32 ・Il 39 はS Kll7 出土の造物で，中世京都 E期古段階の資料である。 Il 28 は
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図30 SE 18 出土泣物CII 14 ・II 15 土師器， II 21 白磁）， S D22 出土遺物（ II 16 ～ E 19 土師拡 II 20 瓦器），
SE 2出土遺物（ II 22 ～ II 25 土師器， II 26 瓦器， II 27 灰紬系陶器）， S Kll7 出土宣物CII 28 ～ 
II 30 土師器， 日31 青磁， II 32 瓦i1f, II 39 灰和i系陶器）， S Kl20 出土遺物 CII 33 ～II 38 土師器）
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E1 類の土師器肌o lI 29 は II 24 ・II 25 に似る。 ll 30 は士師器小椀。 S Kll7 もS E2 同様，

土師器椀の出土量が少なし、0 II 31 は同安窯系青磁山で，見込みに櫛柿信光文と x字文を施

す。 lI 32 は.li!Jii羽釜。短く直立する口縁をもち，底は浅L、。浅い底は山城の瓦器羽釜の特

徴である。 ll 39 は糸切り底に張り付け高台をもっ灰勅系陶器椀で，日縁は玉縁をなすo

ll 33 ～ lI 38 は S Kl20 出土の遺物で，その出土量は口縁部計測法による 80.6 個体であっ

たo illlA Iの口径分布は11 cm をピークとし， i宛AI 椀AH もそのピークをl1cm と 7 cm に

もつ（表 5）。 口縁部形態は山，椀ともに E1 類（ lI 33 ～ ll 38 ）がその大半を占める。 これら

の特徴から，本資料は中世京都E期中段階の資料と考えられる。

本調査区では12 ～14 世紀にかけての土師器幾や瓦器鍋・羽釜が，良好なー折資料ととも

に出土し，こうした煮炊用土器の変遷をたどることができた。図31 は本調交区出土の遺物

を中心に，京都大学構内で出土した煮炊用土器の編年を試みたものである。河内，大和，
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表 3 SE 15 出土遺物
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和泉，摂津に比して器高が低い山城の瓦器羽釜の系譜をたどることができる〔d吉原83Jo

京都大学構内では，平安京N期中段階まで土師器翠が煮炊用土器の主流を占める。土師

器まきは平安京国期以降，器高の低い偏平なものがふえ，平安京町期新段階に瓦器羽釜にか

わる。 この段階の羽祭は三足がつき，口縁部が内傾する la 類〔宇野81 p. 77 〕が大半を占め

る。 IJl0J 部は土師器議に似たペコペコ偏平なJ求形で，他地方の羽釜に比して器高が｛氏い。 la 類の

羽釜は中世京都 I期古段階にはより浅くなるが，古段階か中段階で la 頬の実用品は姿を

消 L，以後はミニチュアとなって存続する。 la 類の消滅と併行して，中世京都 I期古段階

に三足のつかないlb 類が出現する。 lb 類の体部の形態は la 類に酷似する。 lb 類も中世京

都 I期新段階には安を消し，口縁部が短く直立する 2類がこれに替わる。 2類は中世京都

E期新段階まで確認しうるが，日縁部が直立してやや発達した 3 類が併行してふえる。

瓦器鍋は山城地方独得の器種である。京都大学構内で瓦器鍋が出現するのは中世京都 l

期古段階で，羽釜よりやや遅れる。鍋の口縁部は 2段に屈曲するが，占段階の鍋は葦受け

の部分が水平で、なく，口縁端部も短く斜めに立ち上がる。中世京都 I期中段階から新段階

にかけて，屈山がするどく，蓋受けの部分が水平なものがふえる。中世京都E期古段階に

なると，口縁部が肥厚し，屈曲があまくなる。中段階には，ほとんど一直線に斜めに立

ち上がるものもでてくる。

6 小結

第 l次調査区では，地区を区画してし、た可能性のある溝や，池，建物跡を検出し，また

瓦の出土量が多いことから，調査区の南に比定されている白河北殿との関連をうかがうこ

とができた。木調査｜えでは溝が少なく，池，建物跡も検出できなかったが，第2 次調査区

同様多数の井戸を検出した。本調査区一帯は第 l次調査区とは対照的に，生活空間として

利用された地区と考えられる。

遺物も前回調査同様，良好な資料を得ることができたが，とくに S E 15, S D22, S E2 

fl:l土の遺物は，煮炊用土探の編千Fーを試みる上で，貴重な一括資料であった。なお，瀬戸内

系の高台付き土師器椀の出土する S E2 や S Kll7 では山城型の灰白色の椀が非常に少な

¥, 、。平安京六条三坊の S K31 も同様で〔京文研83 b p. 22 〕，他地域の土器が在地の土器のあ

る器種にとってかわった例として，遺腐の性格を含め興味ある問題を挺起している O

なお，出土遺物については同内三真，宇野隆夫の両氏に多くの御教示を賜った。調査に

ついては，禁鳳書氏の御協力を賜った。


